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 本論文は 8 章構成である。序章では問題の所在、研究クエスチョン、研究方法・倫





































































申請者は、平成 20 年 3 月、鹿児島国際大学大学院福祉社会学研究科社会福祉学
専攻修士課程、平成 25 年 3 月鹿児島大学大学院教育学研究科教育実践総合専攻修
士課程修了し、平成 25 年 4 月鹿児島国際大学大学院福祉社会学研究科社会福祉学
専攻博士後期課程に入学、一貫して「保育問題」の研究を続けてきた。所属してい
る主な学会は、日本保育学会、日本社会福祉学会、日本福祉心理学会、日本保健福
祉学会、日本子ども学会などで、学会における研究活動も精力的に行っている。現
在、中九州短期大学教授・幼児保育学科長の職にあり、別紙「研究業績目録」一覧
で明らかなように、数多くの論文を発表し、自立して研究を行う能力があると評価
できるし、今後も「保育ソーシャルワーク」の導入について、研究を継続させる意
志と能力を保持している。本研究科の博士論文提出要件をクリアしている。 
 
2. 論文の完成度 
本研究は、子育てに係る相談援助機能と連携機能が求められている状況を踏まえ、
先行研究により明らかにされた保育ソーシャルワークに関する知見を整理すると
ともに、自らの経験や社会福祉士会員調査等により、保育ソーシャルワークの実態
やその担い手について福祉的視点で考察している。特に地域資源や他職種との単な
る連携だけではなく、共通の目標を達成するために協力し合う他職種協働という観
点から、保育ソーシャルワークの機能と役割を実証的に検討している。保育内容や
保育の固有性を踏まえた新たな理論・実践に関する論及が十分とはいえないが、著
者なりの保育ソーシャルワークの定義化を行いつつ、保育の領域にソーシャルワー
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クを組み込むことの有効性・有用性をより鮮明に示し、社会福祉専門職としての社
会福祉士等がその担い手となる専門職化の可能性を検討している点、また、子ど
も・家庭・地域を包括的に捉える視点に立つソーシャルワークを示唆し、関連機関
との連携、そして協働による乳幼児と保護者を支える新しい概念図を示している点
などは評価できる。本論文は「保育ソーシャルワーク」という未知の領域に挑戦し
たもので、研究方法は適切かつ正当である。テーマ設定と研究目的が明白で論旨も
一貫しており、その意味で完成度を高く評価できる。今後の課題も明示している。 
 
3. 本論文の特徴・評価 
本研究では、①先行研究より、保育の領域にソーシャルワークを組み込むことの
有効性・有用性をより鮮明に示し、②社会福祉士へのアンケート調査結果より、保
育所にソーシャルワーカーが配置されることで、子どもたちや家庭が抱える様々な
問題への取り組みにより保育機能が一層充実されていくことを明示し、そして③同
アンケート調査結果より、保育だけでは対応できない困難事例に対し、保育士と社
会福祉士などの専門家による保育ソーシャルワークの実践によって多職種協働が
進展していくことを示している。「保育学固有の学術体系の中にどのようにソーシ
ャルワーク実践を位置付けていくか」という開拓的研究に挑み、3 点の研究仮説を
設定して仮説検証を明示したという点などは、社会福祉学の発展に寄与し得る学術
的意義を有し評価できる。 
 以上の理由により本研究科が博士の学位の条件としている「研究者としての自立
性」と「専門研究の独創性」等の条件を満たしていると判断し、審査委員会は全会
一致で博士学位論文本審査において合格であると評価した。 
 
